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ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
に
注
意 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
す
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
例
年
、
こ
れ
か
ら
発
生
の
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
た
め
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。 

 ☆
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
特
徴
に
つ
い
て 

 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
汚
染
さ
れ
た
食
品
や
、
加

熱
不
十
分
な
二
枚
貝
な
ど
を
喫
食
す
る
こ
と
で

感
染
し
ま
す
。
ま
た
、
感
染
し
た
人
の
ふ
ん
便
や

お
う
吐
物
か
ら
の
二
次
感
染
も
あ
り
ま
す
。 

潜
伏
期
間
は
12
～
48
時
間
で
、
発
症
す
る
と

激
し
い
嘔
吐
や
下
痢
、
腹
痛
、
微
熱
な
ど
の
症
状

を
起
こ
し
、
１
～
２
日
続
き
ま
す
。
回
復
し
て
も

便
中
に
は
１
週
間
程
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
排
出
さ

れ
続
け
ま
す
。 

 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
調
理
前
や
ト
イ

レ
の
後
、
食
事
前
な
ど
に
手
洗
い
を
行
い
、
ウ
イ

ル
ス
を
洗
い
流
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
爪
は
短
く

し
て
、
指
輪
等
を
は
ず
し
、
石
鹸
を
十
分
に
泡
立

て
て
洗
浄
し
ま
し
ょ
う
。
石
鹸
自
体
に
は
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
を
失
活
す
る
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
汚

れ
を
落
と
す
こ
と
で
、
ウ
イ
ル
ス
も
手
指
か
ら
剥

が
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
調
理
の
際
は
十
分
に
加
熱
を
し
ま
し
ょ

う
。
85
～
90
℃
で
少
な
く
と
も
90
秒
以
上
の
加

熱
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
は
ア
ル
コ
ー
ル
が
効
き
に

く
い
た
め
、
食
器
や
施
設
内
の
消
毒
に
は
塩
素
系

の
消
毒
剤
（
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
等
）
を
用

い
ま
す
。
塩
素
系
消
毒
剤
の
原
液
の
濃
度
は
非
常

に
高
い
た
め
、
薄
め
て
使
用
し
ま
す
が
、
製
品
に

よ
り
濃
度
が
異
な
る
た
め
表
示
を
確
認
し
て
下

さ
い
。 

 

な
お
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
約
80
％
は
調
理
従

事
者
が
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
従
事
者
の
健
康
管
理
と
汚
染
防
止
に
努
め
、

下
痢
や
お
う
吐
等
の
症
状
が
あ
る
場
合
に
は
、
休

ん
だ
り
食
品
を
直
接
扱
う
作
業
に
従
事
し
な
い

こ
と
も
必
要
で
す
。 

                      

                             
食
品
表
示
の
ポ
イ
ン
ト 

☆
加
工
食
品
の
原
料
原
産
地
の
表
示
に
つ
い
て 

 

従
前
か
ら
、
一
部
の
食
品
に
つ
い
て
は
原
料
原

産
地
の
表
示
が
義
務
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
29
年
９
月
に
基
準
が
改
正
さ
れ
、
全
て
の
加

工
食
品
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。 

 

原
則
と
し
て
、
原
材
料
に
占
め
る
重
量
割
合
上

位
１
位
の
原
材
料
が
生
鮮
食
品
の
場
合
は
原
産

地
名
（
例
１
）
を
、
１
位
の
原
材
料
が
加
工
食
品

の
場
合
は
製
造
地
名
（
例
２
）
を
表
示
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
原
料
原
産
地
が
複
数
国
あ
る
場
合
は
、

重
量
順
に
表
示
し
、
３
ヵ
国
目
以
降
は
「
そ
の
他
」

と
表
示
で
き
ま
す
。
（
例
３
） 

                  

な
お
、
令
和
４
年
の
３
月
末
ま
で
は
猶
予
期
間

で
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
表
示
の
切
り
替
え
を
お

願
い
し
ま
す
。
た
だ
し
、
従
前
か
ら
表
示
が
義
務

と
な
っ
て
い
た
食
品
（
乾
燥
野
菜
、
調
味
し
た
食

肉
、
塩
蔵
魚
介
類
、
農
産
物
漬
物
、
野
菜
冷
凍
食

品
な
ど
）
は
す
で
に
表
示
が
必
要
で
、
細
か
い
ル

ー
ル
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

（
参
考
：
食
品
表
示
基
準 

別
表
第
15
（
旧
）） 

 
 編

集
後
記 

 

身
も
心
も
さ
み
し
く
な
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。 今

月
の
写
真
は
、
「
コ
ン
ゴ
ウ
フ
グ
」
で
す
。 

例１ 
名   称：小麦粉 
原材料名：小麦（国産） 
 
例２ 
名   称：清涼飲料水 
原材料名：りんご果汁（ドイツ製造）、果糖ぶど

う糖液糖・・・ 
 
例３ 
名   称：こいくちしょうゆ 
原材料名：大豆（アメリカ、カナダ、その他）、

小麦、食塩 
 
※～線部分が原料原産地の表示です 
 

「厚生労働省食中毒統計資料を基に作成」 


